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豊かな心を持ち夢や目標に向かって自ら考え取り組む児童の育成を目指して
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☆☆☆ 令和６年度 学校経営 ご説明 ☆☆☆

本校は創立１３年目を迎えています。節目の１０年

（創成期）を終えた１１期には、これまでを振り返り、こ

れから先の１０年を見据えて「目標を創る、仲間・地

域と繋がる」を鍵に、よりよい学校にするために「何が

できるか」を児童と教師ともに考え児童自ら企画した

「豊崎プロジェクト」を立ち上げております。

今年度も、児童会にて重点取組として「あいさ

つ」をあげ、学校生活の充実に取り組んでいま

す。また、「新たな１０年を創る・繋ぐ」取組として、今

年度は「自ら進んで活動する（自主的活動の充実）」

「自立して学ぶ学習者の育成」を意識した教育活動

を展開します。

例えば、自立して学ぶ学習者の育成については、

教職員の共通理解のもと、中段右の図でイメージを

共有し、実践に移行している段階です。是非、ご家庭

でも承認や励ましの声掛けをお願いします。願わく

ば、探究心に心躍らせる博士ちゃんが誕生することを

期待したいですね。

一方で、「子ども会づくり」「防災教育」といった地

域の課題に対しても「コミュニティースクール（CS）」

を通した関わりを模索しております。子ども会づくりに

ついては、PTCA役員や自治会長等にも賛同頂き、

支援体制づくりが始まろうとしているところです。

コロナ禍で失った「つながり」が、学校教育の充実

を通じて地域づくりに少しでも貢献できればと考えて

おります。保護者の皆様にもお力を借りる場面がある

と思いますが、よりよい学校づくりを地域とともに盛り

上げていきましょう。ご協力よろしくお願いします。

説明の足りない部分については、６月９日（日）の

授業参観日に、児童玄関前のモニターでのプレゼン
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やWeb配信（後日予告）を考えております。是非、ご

覧下さい。

４月２５日（水）は、子供達が楽しみにしている春の

遠足でした。本当に水不足（貯水約６０％）？
と思わせるほどの雨が続く週でしたね。

それでも、子供達の元気は変わらず、教室や体育

館を利用したレクやゲーム等で大盛り上がりでした。

体育館も教室もワークスペースもフル活

用して全力で楽しむ子供達（写真）でした。

写真の様子からも伝わる「ドキドキ・ワクワク」

で、屋外の雨を感じさせない笑い声と集中した顔

でした。私も仲間に入れてもらいたかったなぁ。

水不足に悩む中の遠足

１年生と６年生の交流

5年生：仲間と息を合わせて

４年生：曲に集中して

少しでもよりよい学校生活を送れるよう

にするために６年生を中心に活動しているの
が「委員会活動」

です。右写真は、

美化委員会の

皆さんの感動

のシーンです。

昨年度のメンバーが

用意してくれた箱（左

写真）の横に新しく白

い２つの箱が増えました。よく見ると「ペット

ボトルの分別用の箱」です。このように、よ
りよい生活のために「自ら考え取り組む子」こそ

が開校以来、ずっと受け継がれてきてた豊崎小学

校の教育理念であり目指す子供の姿です。さり

げなく手を差し伸べてくれる子供達に感謝！

これぞ自主的な活動

３年生：片手に風船

２年生：男女とも真剣

私のゴミ拾いに賛同し始まった活動


